
どうし ゃ いち

(イ) 座席指定券または特別座席券を発売するとき ⑨ てつづり合わせて発売する。

(め寝台券(特別急行列車の寝台券を含む。) を発売すると き イ 普通周遊乗車券の切iの券片にういて旅行を見合わせ，

⑫ または旅行を中止して運賃の払L 、もど しを請求する場合 11 ， 払

(エ) 列車指定の普通急h券または準急行券を発売するとき いもどしをする券片区間を除いたその他の区 1i{1だけで，普通周

L指普1 または L指準1 遊乗車券の発売条件を充足するか否かをみて，それぞれの場合

付) 自動車急行券を発売するとき LI'll の取扱方を定めている。 (戸川 if.雄)

ウ 同H寺発売または確認発売をした乗車券 と指定乗車券類と どフしゃいちキロあたりけいゆしよ う りょう 動車 1

は， 旅行または使用を見合わせる場合においても ， 同時に提出 キ口当り軽油使用畳 気動車が lkm 走るのに使則する軽油

して運賃 ・ 料金の払L 、もどしを請求しなければならなL 、。ただ の量。気動車の燃料消費成績を表わす Aつの方法 として現在利

L.，指定乗車券類についてだけ使月j を見合わせる場合は， 限IÆ 周 されている。 動車 1 キロ当 り+州h使用量は，次の方法により

のある乗車券を同時に呈示し，同時発売または確認発売の誕の 求められる。

表示のまっ消を受ければ，指定乗車券類の料金についてだけ払 A=B/C 

いもどしを請求でき る。 A 気動車がある 11(1向を運転した場合に消費 した lkm 当り

(2) 特別急行券と特別座席券または寝台券と の同時発売 軽i1JI使用量 (l) 

旅客が特別急行列車の特別座席または寝台を利用する場合は B 気動車がある l瓦 !日l を運転 した場合に消 ~j( した軒ì~1使用量

一般の乗車券類のほか， 特別急行券 と特別座席券または綴台券 (1) 

とを必裂とするのであるが，特別急行券~t ， ~ 般の場合， 普通

座席を指定して発売することになっており ，特別座席または綴

台を利用する場合だけ智通座席を指定する必要がないので，利

用上の不可分性と指定上の都合とを考慮 し， 特別急行券と特7)IJ

座席券または寝台券 とは，同時に購求する場合に限って発売す

る ことと し，この場合の取扱方は， 次によっている。

ア 特別急行券と特別座席券または寝台券とを同H寺発売する

場合は，その性質上，乗車券績に絡別の表示を行なわず，特別

急行券の座l品指定欄に特別座席番号または寝台番号を表示して，

当該特別盛l市券または袋台券と同時発売する。

イ 特別急行列車の常通座席を利用するため特別急行券だけ

を購求した旅客が，同一特別急行列車の特別座席または寝台利

用に変51.::する場合は， 指定上の支障がないかぎり， JJi(特月 IJ 急1-1

券の座席指定側を該当のものに訂正したうえで ， 特別座府券ま

たは寝台券を発売する。

ウ 特別急行列車の特})IJ座席または寝台を手IJ) I] する ため特別

急行券と特別座席券または寝台券とを購求した旅客が， 1司 咋与

別急行列車の普通座席利用に変史ーする場合は， 特別座席券また

は寝台券だけについて使用を見合わせて料金の払いもどしを請

求することを認めず，同時発売を した特別急行券も同時に提出

して料金の払いも どしを請求しなければならなL 、。ただし ， 二

の場合の払L 、もどし手数料は，特別座席券または寝台券につい

ては， 指定乗車券類と しての所定の手数料 ( 3 訓または 5 害U ) に

よるが， 特別急行券については 1 枚について 10 1斗の手数料 とし

ている。

なお，特別急行券 ・ 特別l座席券または寝台券は，いずれも指

定乗車券娯であるから，前述したように， 一般の乗車券類と 同

時発売または確認発売を行なうことになるので ， この場合は，

同時発売の耳元扱いが競合することになる。

(3) 普通周遊乗車券の同時発売

普通周遊乗車券は (η 周遊指定地を 2 箇所以上旅行するこ

と (イ)発駅に帰着するこ と (扮 凶鉄線 ・ 経由社線 ・ 指定地

接続線等を利用し，連続した順路によって旅行すること (斗

国鉄の鉄道 ・ 航路を!泉1111 として 200 キロ 以上旅行する こと当事の

条件を充足する場合に，所定によ り 巡賃を割引して発売するの

であるが， この条件を充足するか否かは，発売時に確定しなけ

ればならないので，当該周遊旅行に必要とする乗車券類は， 一

括して同時に購求 しなければならないこ とと し， この場合のi以

扱方は，次によってい る。

7 周遊旅行に必裂とする乗車券類は， ー括して表紙をつけ

C : '気動車がある以!日Iを主li転 して走行 した~[i 出If (km) 

なお，昭和38(1 皮肉鉄平均動車 1 キ ロ 当り料 ìl h使間量110.491

である。ー」巡転胤燃料泌l。 検算 車両 1 00 キロ当り軽ìUI使用量。

機関車 1 キロ当り絡む1 1使用量。列車 1 キロ 当り 幌地i使用抗。

(谷沢精 一 )

ど うしんがたブチルゴムてんりよく ケーブル 同心形

ブチルゴム電力ケーブル ずい道内およ び高栄下に 設 l位す

る吸上変圧総の端子と電車線と を接続 「る電線には，絶緑~1.隔

距離の [)ll(，f，からケ ーブノしを使月l しなければならない。 25 KV の

電車線-r.1i圧に接統するため対地 30KV 川 としては， 従来i1li浸紙

絶縁ケープル ・ OF ケープソレ・ GF ケ プルなどが使用されてい

るが 放上主:I:t-: 協の配線JlI ケ ーブノレとしての特殊性を考慮 して ，

ケ ーフVレの性能，経I斉性，設師ii保守の難易等について検討を行

な っ た車古来，対地 30KV H1 7 チノレゴム '，IUJ ケープノレを開発し使

用 した。 またl汲上定圧í!:~はその特性I二，端子 1 ;:1の電位差が比較

的小さいので ， 千キ配線をそれぞれ対 30KV 単心ケーブノレ と して

使JjJ するよりも，同端子の 2 木の配線を l 本の I百l心ケ ーブノレと

して 30 KV 対地絶縁と L た。 ( 寺地 ，~二)

と う ねんぴし ゅ つりよくち ょう せい 等燃費出力調整

ディーゼノレ機関の : 11 力性能 l ;t ， (111 々の機関の指示熱効率 ( i ndic­

ated thermal efficiency) を 定と似定すると，埋論上 シリン タ

に供給する燃料の設と，燃料をシリ γ ダに噴射する時期jに よっ

て決まるので， ニの一つの偵をー定(自に合わせると， 機関の出

ゾJ をほぼ一様にそろえることが "1能である。これが機関 tl\ プJ の

等燃吹(または定最燃費) 調整法と呼ばれるもので，特に lt'~鉄の

気動車界では， 今後 このh法心よ っ て機関の出力調整を統 ー し

ょうとする機運にある。

等燃'l'Wl ブJ調準が従来のス ト ー ノレ調整に比べてすぐれている

点は (1) 気動車の U \ )J制御iはノッ チで わ なわれているため，

ノッチに対して同ーの燃料供給に合わせられ合理的でj;)る。

(2) 熱効率の怒L 、正'!t :Jl )J の少ない機関に， 無震に燃料を与え

て機以lに泊大の iげdlをかけ，排気温度を上外，排気管過熱なと

を起こす心配がなL 、。

E見-'11.で等燃貨 IU)J調牲を 11'な うには， 液体現:i車機を動 )J ri ↑が

わりとして，調幣しようとするノッチをストーノレ状滋にし，一

定盤の燃料を消践するに製 した隙WJの総積算l司l転数を測定すれ

ば，機関 l 凶転当りの燃料消費.hl:(燃料噴射盆)が求められるこ

とになり ， こ の値を l甘ブJ調整の基準 とする。らこの方法によると

測定中における俊民H叫転速度の :æ動は無関係とな り ， 誤差のは

いり込む心配がなくなる。


